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１1.[緒言]  液晶の中でもディスコチック液晶は、拡張π電子系をコア部位に有し、πスタッキング

等の分子間の相関で分子の並びを制御しているため、一次元に積み重なった積層構造を形成するのが

特徴的である。そのため、相内部での電荷移動を可能とし、これらを用いた有機半導体素子の開発が

行われでいる。しかし、これらの研究に用いられている化合物群は、いずれも分子の対称性が高いた

め溶媒に対する溶解性が損なわれ薄膜形成がしにくく、さらに中間相に達するまでの相転移温度が高

い、などの問題点を抱えている。 また、これらの一次元の積み重なりを利用し、電子材料へ応用を

しようとした時、積み重なりの方向性の制御が必要不可欠となる。つまり、電荷を規則正しく電極間

に移動させるには、π平面を電極面に対し平行に配向させ必要がある。ディスコチィック液晶半導体

では、積層方向の制御が必要となる。1) 
分子配向制御法は、ラングミュラー法をはじめとして数多く知られている。また、最近、液晶の秩

序性を利用し、分子配向制御がおこなわれている。液晶は、相構

造の特徴から分子秩序性や配向状態が種々報告されているため、

顕微鏡観測で容易にそれらの状態を判断できる。 さらに他の分

子配向制御法としては、水素結合部位を分子に多数導入し、分子

の配向を制御することも知られている。現在、高い秩序性や伝導

度等が期待できる系として、キンヒドロンが知られている。これ

は初期段階での水素結合ネットワークが存在し、外部刺激によっ

て、電子の輸送、プロトンの輸送が可能な系である。2) 液晶の

組織化の要因にキンヒドロン系の2次的な相関を加えることができれば、多次元での電荷移動の出来

る新規な分子素子が実現できるだろう。そこで本研究では、以前より合成を進めていたピレンを液晶

のコアとしたディスコチック液晶分子にキノン－ヒドロキノン部位を導入した化合物の合成と物性

評価を目的とした。 

 

 

：電荷のホッピング 
：ディスコチィック素子 

Figure 1電極間の電荷移動 

 
2.[結果と考察] 

3を出発原料とし、ピ

レン誘導体にアルキル

長鎖の導入を試みた。

しかし、この反応は、3
の溶解性等の要因から

収 率が非常 に低い

(5-10％)。さらに、目

的とする化合物4、5以外にも、その還元機構-エーテル化から得られる6も同時に得られる(Scheme 
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1)。目的化合物の収率向上をめざし、

別法を用いて合成を行った。1 より誘

導できる 7 及び 8 に対しFeCl3を用い

アルキルアルコール中で反応を行った

ところ、目的とする9、10を収率よく

(total 40%) 得 る こ と が で き た

(Scheme 2)。 合成した9～12につい

てそれぞれ DSC 測定と POM 観測を

行った。これらの化合物は全て降温過

程で中間相を示し、POM 観測より、

ラメラ組織を支持する光学組織をそれ

ぞれ観測した(Figure 2)。さらに詳細に

相構造を検討するため10n=10のX線回

折をおこなった(Figure 2)。光学組織から予想される相構造がX 線回折からも観測された。また、相

間隔が 23.5Åであった。 

O

これらを基に

9n=12 の Time of 
flight 法(TOF 法)

におけるキャリ

アー移動度の測

定 を 試 み た

(Figure 3)。10-2 

cm2/Vs オーダー

のかなり速い移

動度が観測され

たものの、電流の

応答が悪いため、

今後装置を含め

た改善を行なう

必要がある。 

 
3.[まとめ] 

 合成したキノン及びヒドロキノン誘導体についてDSC及びPOM観測を行ったところ、9～12は、

中間相領域でラメラ相に属する光学組織ColDL2及びColDL1を示した。また、ピレン誘導体9n=12のTOF
測定を行ったところ中間相で半導体的性質を示したものの、電流応答が非常に悪いのでTOF装置を含

めた改善を行なっていく予定である。 
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Figure 2  10n=10の中間相の構造 
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c)予想される相構造

a)10n=10のX線回折

b)10n=10の光学組織

Figure 3  9n=12の光電流と時間との関係 


